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趣旨

　大切な人の死は、遺された者にとって心身にさまざまな変化と影響を及ばすことはよく知られています。ご遺族の中には、看護師や医師に話しを聞いて欲しいと思う者も少なくありません。がしかし、多くの病院では、ご家族と亡くなった後も継続して関わることは難しい状況にあり、看護職の葛藤も多々あります。ご遺族の方が、故人のいない生活を送ることができるようになるには大きなエネルギーと時間が必要かも知れません。

今回、看護職として、「ご遺族の悲しみに寄り添うとは、どのようなことなのか」、ご遺族、看護職がともに考える場となり、さらによりよく生きることを支えるケアについて一緒に考えてみませんか。
目的　：
　遺された者の想いを知り、看護職としての具体的支援と意義についてともに考える場とする。

対象　： 一般病棟の看護師

場所　： 沖縄県立看護大学　教育棟2階　視聴覚教室

内容
　第1回　平成21年3月7日（土）13：00～15：00
　　◇遺族ケアの現状
◇ケアを必要とする人
　　◇緩和ケア病棟での遺族ケア
◇サポートグループ、自助グループの活動
　第２回　平成21年3月22日（日）13：00～15：00

　　◇ご遺族のお話
　　◇参加者（ご遺族や看護職）のフリートーク
大切な人を亡くした人々を支えるもの、支えること　　　　
看護職を支えるもの、支えること
担当　： 基礎看護教員　新垣康子　　　　　　　　　　　　　　　

協力　： ご遺族　緩和ケア認定看護師　グリーフワークおきなわ　他
受講料：2,500円（２回分）

問い合わせ先：沖縄県立看護大学基礎看護　新垣康子
098-833-8890または　E-mail：shingakiy@okinawa-nurs.ac.jp　
申し込み先： 沖縄県立看護大学　総務課（仲井真）　
　　　　　　TEL：098-833-8800　FAX：098-833-5133


